
1位米国と3位日本は微減、 2位の中国のみが5.88％拡大、 4位ドイツが横ばい、
他のほとんどの国・地域が減少。
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◆ 2020年の世界20か国・地域(日本含む)のコンテンツ市場の規模・動向、コロナ禍の影響

分野別には、映画の興行は全ての国・地域で減少し、全世界で７0％以上の減となった。また広告収入の減少により

テレビ放送の収入も全ての国で減少した。一方、全ての国でスマホゲームとオンライン広告が増加した。どの国・地域でも

割合の大きいテレビ放送収入減に対して、スマホゲームとオンライン広告の増加の度合いが、各国・地域の市場全体の

減少幅の決定要因になった。

2020年の上位10か国のコンテンツ市場の規模(億円）と前年比

主要６か国の2020年の感染症被害状況とコンテンツ市場への影響

※赤字は前年比減の数値


